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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

２
月
２
日
は

節
分
。「
今
年

は
例
年
よ
り
１

日
早
い
」。ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
の
〝
注
意
書

き
〞
を
見
か
け

た
。「
３
日
？
」
と
思
っ
た
人
も

い
る
の
で
は
▼
地
球
の
公
転
周
期

が
３
６
５
日
で
な
い
た
め
、
翌
日

の
立
春
と
と
も
に
前
後
す
る
こ
と

が
あ
る
そ
う
だ
。
あ
る
紙
面
に
国

立
天
文
台
の
解
説
が
あ
っ
た
。
前

回
、
２
日
だ
っ
た
の
は
１
８
９
７

年
で
、
１
２
４
年
ぶ
り
。
３
日
以

外
に
な
る
の
は
、
４
日
だ
っ
た

１
９
８
４
年
以
来
で
、
37
年
ぶ
り

で
あ
る
▼
偶
然
、
１
２
４
年
前
も

五
輪
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
。
こ
の
頃
は
、

冬
と
夏
は
同
じ
年
に
開
催
さ
れ
て

い
た
▼
こ
の
夏
の
東
京
五
輪
の
開

催
判
断
を
難
し
く
し
て
い
る
。
世

論
調
査
で
は
、
８
割
超
が
中
止
や

再
延
期
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
が
、

や
っ
ぱ
り
見
た
い
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
▼
「
鬼
は
外
」
の
代
わ
り

に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
コ
ロ
ナ

は
外
」
の
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い

る
気
が
す
る
。
豆
を
つ
か
み
、
見

え
な
い
ウ
イ
ル
ス
目
掛
け
…
一
投

を
（
エ
イ
ッ
）。 年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

『景色と鰤と鯖と。満腹ツアー
in 長島』

（撮影者　宮里有紀：北薩分会）

「匠の一言」　
　針尾公園はトイレからの景色も最高です。

　

交
渉
事
項
と
し
て
は
、
令
和
３
年

度
予
定
総
括
表
を
念
頭
に
踏
ま
え
て

　

１
．
2
0
2
1
年
度
事
業
量
等

　

２
．
事
業
実
行
体
制
の
確
立

　

３
．
円
滑
な
業
務
運
営

　

４
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係

る
対
策

　
５
．
そ
の
他

の
５
点
を
重
点
的
に
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、

① 　
２
０
２
１
年
度
の
事
業
予
定
量

に
つ
い
て
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

② 　
事
業
実
行
予
定
箇
所
の
選
定
は
、

各
署
・
各
現
地
の
実
態
に
即
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。

③ 　
上
部
指
示
量
達
成
の
た
め
の
実

効
性
の
な
い
積
み
上
げ
に
な
ら

2021事業量等や円滑な業務運営
などを求める

～2020.12.22　地本団体交渉～

　

12
月
22
日
、
九
州
地
本
で
は
、
２
０
２
１
年
度
事
業
量
等
に
係
わ
る
団

体
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
渉
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
マ
ス
ク
着
用
、
消

毒
、
換
気
対
策
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
十

分
行
い
、
実
施
し
ま
し
た
。

適切な事業実行体制確立など求める

　

地
本
は
１
月
29
日
、「
本
部
オ
ル
グ

（
W
E
B
方
式
）」
を
熊
本
市
・
九
州
森
林

労
連
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
甲
斐
地
本
委
員
長
は
、「
①
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
あ
り
、

今
回
の
オ
ル
グ
を
W
E
B
方
式
で
の
開
催

と
し
た
。
感
染
拡
大
防
止
に
も
引
き
続
き
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。
②
組
織
態
勢
確
立
の

取
組
は
、
指
令
３
号
の
集
約
状
況
で
、
分
会

段
階
で
の
交
渉
の
取
組
が
不
十
分
で
あ
り
、

取
組
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
③
組
織
化

の
取
組
で
は
、
早
期
の
対
策
・
対
応
を
図
り
、

人
事
異
動
時
及
び
2
0
2
1
年
新
規
採
用
者

の
組
織
化
の
取
組
を
進
め
た
い
。
④
今
秋
ま

で
に
は
、
衆
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。
推

薦
候
補
者
等
の
必
勝
に
向
け
、
分
会
段
階
で

の
取
組
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
。

　

引
き
続
き
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
本
部
篠
原

委
員
長
の
オ
ル
グ
は
、「
Ⅰ
．
取
り
ま
く
情

勢
と
課
題
に
つ
い
て
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
つ
い
て
は
、
11
都
府
県
限
定
だ
が
２

回
目
の
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
職
場

で
も
、
在
宅
勤
務
や
時
差
出
勤
等
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
、
環
境
が
整
備
さ
れ
な
い
中

で
の
取
組
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
地
本
・
分

会
段
階
で
の
当
局
交
渉
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

感
染
予
防
も
重
要
だ
が
、
感
染
者
が
出
た
場

合
の
冷
静
な
対
応
、
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

②
国
会
・
政
治
状
況
は
、
第
2
0
4
通
常
国

会
が
１
月
18
日
に
召
集
さ
れ
た
。
菅
政
権
は
、

自
助
を
強
調
し
て
い
る
。
野
党
に
は
、
緊
急

事
態
宣
言
に
つ
い
て
、
政
府
の
説
明
責
任
を

果
た
し
て
な
い
こ
と
や
昨
年
の
臨
時
国
会
で

提
出
し
た
「
特
措
法
改
正
案
」
の
審
議
を
行

わ
な
か
っ
た
説
明
責
任
の
追
及
な
ど
課
題
解

決
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
政
権
に
対
峙
し
、

来
る
べ
き
選
挙
に
向
け
た
態
勢
の
構
築
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
Ⅱ
．
2
0
2
1
春
闘
に

つ
い
て
、
①
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
雇
用
情
勢
は
悪
化
し
て
い
る
。
労
働

者
の
生
命
と
権
利
、
雇
用
を
守
る
た
め
、
労

働
組
合
の
社
会
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
連
合
の
春
闘
方
針
、
公
務

労
協
の
春
闘
方
針
を
踏
ま
え
取
組
を
進
め
る
。

公
務
員
連
絡
会
は
2
月
17
日
に
人
事
院
、
内

閣
人
事
局
に
要
求
書
を
提
出
し
、
全
国
統
一

行
動
の
取
組
を
進
め
る
。
林
野
労
組
も
１
月

27
日
に
指
示
を
発
出
し
て
い
る
の
で
取
組
を

お
願
い
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
勢
で
の
職

場
集
会
の
開
催
が
難
し
い
こ
と
か
ら
工
夫
し

た
取
組
を
。
Ⅲ
．
一
般
林
政
課
題
に
つ
い
て
、

①
組
織
・
定
員
に
つ
い
て
は
、
新
規
ポ
ス
ト

は
28
増
と
な
る
見
通
し
、
現
場
管
理
業
務
の

重
要
性
の
観
点
に
立
っ
た
定
員
・
実
員
の
確

保
な
ど
引
き
続
き
交
渉
を
進
め
る
。
②

2
0
2
1
年
度
の
新
規
採
用
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
15
名
増
の
1
4
4
名
と
な
っ
て

い
る
。
③
事
業
予
定
の
取
組
は
、
事
業
運
営

経
費
、
現
場
管
理
機
能
に
係
る
当
面
の
対
策
、

事
業
運
営
に
係
る
課
題
の
解
消
な
ど
交
渉
を

進
め
て
い
る
。
Ⅳ
．
国
有
林
野
事
業
の
推
進

に
係
る
取
組
に
つ
い
て
、
①
２
０
２
１
年
度

再
任
用
に
つ
い
て
は
、
再
任
用
希
望
者
へ
の

条
件
提
示
、
意
向
把
握
が
行
わ
れ
た
。
公
務

労
協
等
と
連
携
を
図
り
、
継
続
課
題
の
前
進

に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。
②
樹
木
採
取
権

制
度
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
木
材
需
要
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、

職
場
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ
た
業
務
運
営
に

係
る
課
題
と
と
も
に
引
き
続
き
議
論
を
進
め

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
議
員
墾
と
連
携
を
図

り
、
国
会
対
策
を
進
め
る
。
Ⅴ
．
闘
う
組
織

態
勢
の
確
立
に
つ
い
て
、
①
当
局
交
渉
に
つ

い
て
は
、 

実
施
状
況
が
低
下
し
て
い
る
。
職

場
に
お
け
る
課
題
解
消
に
向
け
て
は
、
労
使

交
渉
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
職
場
段
階
で

の
取
組
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
②
組
織

化
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取
組
の
強

化
を
要
請
し
た
い
。」
と
の
オ
ル
グ
を
受
け

ま
し
た
。

　

各
分
会
か
ら
の
意
見
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
用
パ
ソ
コ
ン

の
環
境
整
備
、
収
穫
量
、
予
算
確
保
対
策
、

新
採
労
働
学
校
の
開
催
、
赴
任
旅
費
に
係
わ

る
移
転
料
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ル
グ
終
了
後
、
地
本
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
が
、
分
会
段
階
で
も
本
オ
ル
グ
の

内
容
を
組
合
員
に
工
夫
し
な
が
ら
伝
達
し
た

取
組
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

本部オルグ（Web）で意思統一

な
い
様
に
す
る
こ
と
。

④ 　
２
０
２
１
年
度
事
業
運
営
経
費

の
見
通
し
と
事
業
運
営
に
支
障

を
来
さ
な
い
予
算
の
確
保
を
図

る
こ
と
。

⑤ 　
現
場
管
理
機
能
確
保
に
向
け
、

森
林
官
の
確
保
、
期
間
業
務
職

員
の
活
用
、
予
算
確
保
を
図
る

こ
と
。

⑥ 　
樹
木
採
取
権
制
度
に
つ
い
て
、

職
員
の
負
担
軽
減
に
引
き
続
き

取
り
組
む
こ
と
。

⑦ 　
空
席
ポ
ス
ト
を
解
消
す
る
等
必

要
な
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
。
対

外
的
に
重
要
な
ポ
ス
ト
等
が
空

席
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適

正
な
要
員
配
置
を
す
る
こ
と
。

⑧ 　
３
Ｇ
の
役
付
け
ポ
ス
ト
業
務
を

一
般
職
員
が
担
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
昇
格
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

る
た
め
要
件
緩
和
を
図
る
こ
と
。

治
山
グ
ル
ー
プ
が
な
い
署
へ
の

対
応
と
し
て
総
括
治
山
技
術
官

ポ
ス
ト
の
設
置
を
図
る
こ
と
。

⑨ 　
要
員
確
保
に
係
り
当
面
の
対
策

を
示
す
こ
と
。
事
務
改
善
を
図

る
こ
と
。

⑩ 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

⑪ 　
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
り
国
有
林
の

取
組
に
よ
り
林
業
事
業
体
に
影

響
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
。

⑫ 　
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
現
在

無
支
給
の
手
当
（
扶
養
・
住
居

等
）
に
つ
い
て
支
給
対
象
と
す

る
こ
と
ま
た
、
制
服
（
業
務
服
）

の
支
給
を
す
る
こ
と
。

な
ど
に
つ
い
て
、
当
局
に
対
し
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、

ア
．
令
和
３
年
度
生
産
量
3
9
2
，

　

 

0
0
0
㎥
、立
販
6
3
8
，0
0
0

㎥
で
現
在
調
整
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
組
合
提
起
の
と
お
り
、
公

益
性
を
重
視
し
た
森
林
施
業
と

国
有
林
の
使
命
・
役
割
、
将
来

を
見
据
え
た
検
討
を
行
い
、
九

州
局
と
し
て
の
適
切
な
舵
取
り

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

イ 

．
事
業
運
営
経
費
確
保
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
機
会
あ
る
毎
に
上

局
に
対
し
求
め
て
い
き
た
い
。

ウ 

．
九
州
局
と
し
て
、
現
在
署
等
に

対
し
て
期
間
業
務
職
員
の
配
置

要
望
調
査
を
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
ま
た
別
途
相
談
を

さ
せ
て
戴
き
た
い
。

エ 

．
樹
木
採
取
権
に
つ
い
て
、
全
国

で
現
在
の
と
こ
ろ
10
箇
所
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
九
州
は
令
和

３
年
度
２
便
目
を
予
定
。
該
当

署
等
の
新
た
な
職
員
負
担
が
発

生
し
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
。

オ 

．
３
Ｇ
ポ
ス
ト
等
の
人
員
が
不
足

し
て
い
る
と
認
識
。
森
林
事
務

所
の
暫
定
的
な
集
合
化
、
再
任

用
職
員
の
３
Ｇ
ポ
ス
ト
へ
の
配

置
、
他
局
職
員
で
九
州
局
を
希

望
し
て
い
る
者
の
配
置
換
え
調

整
な
ど
前
広
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

カ 

．
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
対
策
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
職
員
の
安
全

確
保
を
最
優
先
し
対
策
を
続
け

て
い
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
九
州
局
の
需
給
調
整
対
策
等

に
つ
い
て
、
林
業
事
業
体
の
経

営
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る

よ
う
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

キ 

．
再
任
用
職
員
に
対
す
る
業
務
服

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
末
に

貸
与
し
て
い
く
事
で
調
整
し
て

い
る
。

な
ど
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
種
課
題
に
つ
い
て
問

題
点
は
多
く
あ
る
が
、
職
員
の
労
働

条
件
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
と
、

各
種
の
進
め
に
あ
た
っ
て
は
、
当
局

が
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
取
り
、
目
配
り
・
気
配
り
を

図
り
な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
、
ま
た
具
体
の
各
課
題
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
継
続
・
協
議
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
て
交
渉
を
終
了

し
ま
し
た
。
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大
分
西
部
分
会
か
ら
紹
介
す
る

の
は
、
昨
年
４
月
１
日
付
け
で
新

し
い
仲
間
と
な
っ
た
新
規
採
用
者

の
髙
橋
諒
さ
ん
で
す
。

　

髙
橋
さ
ん
は
宮
崎
県
都
城
市
の

出
身
で
都
城
農
業
高
校
を
卒
業
、

大
分
西
部
署
で
は
業
務
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
土
木
担
当
と
し
て
、
昨

年
７
月
の
豪
雨
災
害
関
係
用
務
な

ど
、
毎
日
忙
し
い
土
木
の
仕
事
を

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、EXILE

の
「
岩
田
剛

典
」
似
の
ル
ッ
ク
ス
と
並
外
れ
た

運
動
神
経
を
持
ち
、
学
生
時
代
は

野
球
部
で
汗
を
流
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
昨
年

10
月
に
開
催
さ
れ
た
九
州
局
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
大
分

西
部
署
第
３
位
の
原
動
力
と
な
り
、

走
・
攻
・
守
に
渡
り
活
躍
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

遠
く
離
れ
た
宮
崎
に
比
べ
寒
さ

も
厳
し
く
雪
が
降
る
、
こ
の
日
田

の
冬
を
乗
り
越
え
て
、
今
年
ま
す

ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
髙
橋
く

ん
に
注
目
で
す
。

 （
大
分
西
部
分
会
：
大
塚
通
信
員
）

　

２
０
２
０
年
12
月
11
日
、
熊
本

市
：
九
州
森
林
労
連
会
館
に
お
い
て
、

２
０
１
９
年
度
の
九
州
森
林
労
連
単

産
交
流
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
甲
斐

九
州
森
林
労
連
執
行
委
員
長
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
環
境
変
化
や
そ
れ
に
対
す

る
九
州
森
林
管
理
局
の
取
組
に
ふ
れ

な
が
ら
、「
近
年
、
木
材
利
用
の
多

様
化
を
始
め
各
課
題
が
あ
る
が
、
ど

の
課
題
も
川
上
と
川
下
が
一
体
と
な

り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
い
。
本
学
習
会
も
年
１
回
の

取
組
だ
が
、
各
地
域
で
取
り
組
ん
で

戴
い
て
い
る
課
題
解
消
の
前
進
に
向

け
て
運
動
の
裾
野
を
拡
げ
る
べ
く
、

取
組
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
数

の
力
は
運
動
の
力
に
も
な
る
、
組
織

拡
大
の
取
組
に
つ
い
て
も
継
続
し
て

取
組
を
進
め
よ
う
。
近
年
、
請
負
事

業
に
お
け
る
労
働
災
害
が
多
発
傾
向

に
あ
る
、
労
働
安
全
問
題
に
つ
い
て

【
内
海
通
信
員
・
局
分
会
】

　

２
月
４
日
（
木
）
例
年
辛
島
公
園

に
お
い
て
開
催
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
「
2
0
2
1
春
季
生
活
闘
争
開
始

宣
言
集
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
熊
本
県
独
自

の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
分
会
事

務
局
に
お
い
て
、
組
合
員
13
名
の
参

加
に
よ
り
リ
モ
ー
ト
開
催

（
Y
o
u
T
u
b
e
ラ
イ
ブ
配
信
）

を
視
聴
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
連
合
熊
本
友
田
会
長
に
よ

り
「
安
心
・
安
全
に
働
け
る
環
境
整

備
と
「
底
上
げ
」「
底
支
え
」「
格
差

是
正
」
で
、
生
活
と
生
命
を
守
る
闘

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
①
情
勢
報
告
（
中
小

地
場
共
闘
セ
ン
タ
ー
長
）
②

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
の
取
組

（
連
合
熊
本
副
事
務
局
長
）
③
春
季

生
活
闘
争
開
始
宣
言
（
連
合
熊
本
女

性
委
員
長
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
連
合
熊
本
青
年
委
員
長
に

よ
り
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
試
み
で
、
リ
モ
ー
ト
開
催

を
視
聴
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
組
合
員
の
生
命
を
守

り
な
が
ら
参
画
で
き
た
の
で
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
す
る
ま
で
は
、
リ

モ
ー
ト
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
組
合

員
皆
さ
ま
と
意
思
疎
通
を
は
か
り
な

が
ら
組
合
活
動
の
前
進
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

「並外れた運動神経を持つ、大分西部分会のイケメンです！」
髙橋　　諒さん（大分西部分会）

要望書を手交する戸梶宮崎地区民林労組委員長（左）

【
田
畑
通
信
員
：
地
本
青
女
委
員

会
】

　

12
月
19
〜
20
日
に
か
け
て
今
年

度
第
２
回
目
の
常
任
委
員
会
を
地

本
事
務
局
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
感
染
予
防
対
策
を
取
り

つ
つ
、
全
員
が
安
心
し
て
常
会
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
、
12
月
の
常
任
委
員
会
で

は
、
春
闘
学
習
交
流
集
会
の
内
容

が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
各
分

会
で
の
署
長
等
会
見
の
実
施
状
況

や
春
闘
学
習
交
流
集
会
ま
で
の

各
々
の
役
割
分
担
な
ど
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
す
が
、
各
分
会
で
感
染
拡
大
防

止
対
策
等
を
工
夫
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
署
長
等
会
見
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
春
闘
学
習
交
流
集
会

の
中
止
を
決
断
し
ま
し
た
が
、
２

月
8
日
に
青
年
女
性
常
任
３
役
で

会
見
形
式
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

（
詳
細
は
次
の
投
稿
で
紹
介
し
ま

す
）

　

今
後
も
「
声
」
で
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
、
活
動
を
絶
や
す
こ
と

な
く
職
場
環
境
や
生
活
実
態
の
改

善
に
向
け
て
闘
い
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

次
に
、
５
月
に
開
催
予
定
の
女

性
集
会
に
つ
い
て
も
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
今
の
状
況
か
ら
、
開
催
の
決

断
は
厳
し
い
の
で
は
？
開
催
す
る

に
し
て
も
開
催
箇
所
数
を
増
や
し
、

少
人
数
で
集
ま
れ
な
い
か
？
な
ど

た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

現
時
点
で
の
具
体
的
な
開
催
方
法

を
今
の
状
況
で
決
断
す
る
の
は
難

し
く
、
こ
れ
か
ら
地
域
等
の
感
染

状
況
も
み
な
が
ら
開
催
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
も

行
い
、
日
頃
か
ら
不
安
・
疑
問
に

感
じ
て
い
る
こ
と
や
知
り
た
い
こ

と
（
休
暇
制
度
や
仕
事
と
家
庭
の

両
立
な
ど
）
が
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

女
性
集
会
は
集
合
形
式
で
開
催

で
き
な
く
と
も
、
日
頃
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
を
少
し
で
も
解
消
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
青
年
女
性
委
員
会

の
よ
り
良
い
活
動
を
行
う
に
あ
た

り
、
活
発
な
意
見
等
を
出
し
合
っ

て
お
り
ま
す
。

　

常
任
同
士
で
た
ま
に
顔
を
合
わ

せ
て
近
況
等
を
話
す
こ
と
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
役
員
を
経
験
し

て
み
て
は
?
次
の
世
代
へ
と
バ

ト
ン
を
繋
ぎ
、
よ
り
良
い
青
年
女

性
委
員
会
を
確
立
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

～地本青女第２回常任委員会～

活動を絶やすことなく
継続して

元気に執務中の髙橋さん

当
面
の
活
動

２
月
５
日　

全
国
共
済
理
事
会

　
　
　
　
　
（
書
面
会
議
）

６
〜
７
日　

 

地
本
青
女
常
任
委
員
会

（
三
役
）

　
　
８
日　

 

地
本
青
女
三
役
に
よ
る

局
交
渉

　
　

10
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

17
日　

地
本
執
行
委
員
会

も
忌
憚
の
な
い
意
見
を
出
し
て
議
論

し
つ
つ
労
働
災
害
減
の
取
組
に
繋
げ

て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

引
き
続
い
て
の
学
習
会
で
は
、
九

州
森
林
管
理
局
：
久
保
森
林
整
備
部

長
よ
り
「
九
州
の
森
林
・
林
業
を
取

り
巻
く
最
近
の
状
況
」
と
題
し
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
森
林
と

木
材
利
用
を
は
じ
め
、
世
界
的
な
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
流
れ
、
林
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
講
演

を
受
け
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
請
負
事
業
体
経
営
代
表

者
は
、
九
州
局
：
小
島
森
林
管
理
局

長
と
の
会
見
に
臨
み
、
民
林
労
組
代

表
者
は
、
局
関
係
部
署
と
の
局
交
渉

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

小
島
森
林
管
理
局
長
と
の
会
見
は

多
岐
に
亘
り
、
有
意
義
な
意
見
交
換

な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

局
交
渉
（
当
局
側
は
、
久
保
森
林

整
備
部
長
、
木
林
森
林
整
備
課
長
、

佐
藤
資
源
活
用
課
長
、
後
藤
森
林
整

備
課
長
補
佐
が
対
応
）
で
は
、

①
造
林
事
業
・
生
産
事
業
・
林
道
事

業
の
各
事
業
に
お
け
る
問
題
点

学習会の様子

全体会議

リモートの様子

　
　

19
日　

 

全
国
組
織
財
政
確
立 

委
員
会
・
全
国
書
記

長
会
議

　
　
　
　
　
（
W
E
B
会
議
）

　
　

20
日　

 

中
央
委
員
会
・
森
林
労

連
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
（
W
E
B
会
議
）

　
　

24
日　

地
本
執
行
委
員
会

３
月
５
日　

第
15
回
地
本
委
員
会

　
　
９
日　

共
済
組
合
運
営
委
員
会

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

諸
課
題
の
前
進
に
向
け
て
、

 
 
 
 

運
動
の
裾
野
を
拡
げ
よ
う

〜
九
州
森
林
労
連
単
産
交
流
学
習
会
〜

連合熊本
「2021春季生活闘争開始宣言集会」

リモート開催される！

②
事
業
発
注
等
に
お
け
る
問
題
点

③
労
働
安
全
対
策

な
ど
の
多
項
目
に
つ
い
て
交
渉
が
行

わ
れ
、
当
局
側
か
ら
各
項
目
に
対
し

て
真
摯
な
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
の
総
括
で
は
、
事
業
体
経
営

者
・
労
組
代
表
者
双
方
の
会
見
・
局

交
渉
の
報
告
を
行
い
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
な
ど
を
再
確
認
し
、
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。


